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洞爺湖町は、平成１８年３月に旧虻田町と旧洞爺村の合併により誕生し合併後１８年が経過しました。
平成１８年の合併時の人口１１,１４３人は、令和６年１月末で８,０４４人となり、３,０９９人が減少しています。
今後も洞爺湖町の人口は減り続け、生産年齢人口、年少人口の減少が顕著で、老年人口の割合が増えることから令和１２

年以降は高齢化率が５０％以上になることが予測されています。
町は「まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定し、移住・定住人口の拡大に努め、人口の減少幅を緩やかにするための

施策を講じていますが、過疎化や全国的な少子・高齢化の波は避けらず、人口規模に合せた町のスリム化は「待ったなし」
で進めなければなりません。
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洞爺湖町の人口推移

老年人口

（65歳以上）

生産年齢人口

（15歳～64歳）

年少人口

(15歳未満）

高齢化率

※国立社会保障・人口問題
研究所（社人研）推計値

令和7年以降 老年人口が
生産年齢人口を上回る


